
野生鳥獣による被害から野生鳥獣による被害から
住民の生活を守りたい住民の生活を守りたい
野生鳥獣による被害から
住民の生活を守りたい

イノシシ
水稲を踏み荒らしたり、畑を掘り起こしをするなど農地に
侵入すると多大な農業被害が発生

特　性
１度に８頭程度の子を産
み、他の鳥獣より増加する
スピードが早い

対　策
電気柵やワイヤーメッ
シュ柵などの侵入防止柵
で山と集落・農地を区分
けする

　

鳥
獣
害
対
策
は
、
動
物
が
集

落
に
滞
在
し
づ
ら
く
な
る
環
境

を
つ
く
る
「
生
息
環
境
管
理
」、

柵
を
設
置
し
て
集
落
へ
入
れ
な

い
「
侵
入
防
止
対
策
」、
出
没
し

た
動
物
を
捕
ま
え
る「
有
害
獣
捕

獲
」の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
鳥
獣
害
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

１
つ
の
対
策
だ
け
を
集
中
し
て

行
え
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
れ
も
必
要
な

対
策
で
あ
り
、
市
や
猟
友
会
だ

け
で
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

市
で
は
、
猟
友
会
な
ど
の
関

係
機
関
と
対
策
連
絡
会
や
対
策

訓
練
、
罠
の
管
理
研
修
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
動
物
の
特
性
を
知
り
、
有

効
な
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

�

生
息
環
境
管
理

　

収
穫
で
き
な
い
柿
の
木
の
伐

採
や
農
地
周
辺
の
草
刈
り
、
山

際
の
樹
木
を
伐
採
し
て
動
物
が

山
か
ら
集
落
に
移
動
し
づ
ら
く

す
る
緩
衝
帯
の
整
備
な
ど

侵
入
防
止
対
策

　

農
家
組
合
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ

シ
ュ
柵
の
侵
入
防
止
柵
を
設
置

有
害
捕
獲

　

猟
友
会
の
会
員
の
方
が
わ
な

を
仕
掛
け
て
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ

を
捕
獲

農
作
物
被
害
以
外
に
も

生
活
被
害
や
人
身
被
害
が
発
生

　

勝
山
市
に
お
け
る
野
生
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
被
害
額
は
、
令
和
3
年
度
は

1
7
6
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ほ
か

に
も
生
活
被
害
や
人
身
被
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
害
の
拡
大
す
る
原
因
と
し
て
、
気

候
の
変
化
や
人
間
の
森
林
と
の
関
り
方

の
変
化
に
よ
る
鳥
獣
の
「
生
息
域
の
拡

大
」
や
隠
れ
や
す
く
餌
場
に
な
り
や
す
い

「
耕
作
放
棄
地
の
増
加
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　
鳥
獣
に
は
学
習
能
力
が
あ
り
、
お
い
し

い
エ
サ
が
食
べ
ら
れ
る
場
所
に
は
、
何
度

も
姿
を
現
し
ま
す
。
一
方
で
、
警
戒
心
が

強
く
、
危
険
な
場
所
だ
と
認
識
す
る
と
そ

の
場
所
に
は
来
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
鳥
獣
害
対
策
は
、
こ
れ
だ
け
や
れ
ば
大

丈
夫
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

行
政
や
猟
友
会
の
方
々
だ
け
が
活
動
し

て
も
解
決
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
。
今
回

を
機
会
に
今
一
度
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

農林課　鳥獣害対策係
主査　出

で ぐ ち
口　恭

よしひろ
裕

鳥獣の特性を知って力を合わせて対策を

ニホンジカ
市内では、集落へ出てくることは少ないが、県内では生息
数が増加傾向

特　性
植物性のものならほぼな
んでも食べる。生息密度の
高いところでは、山の草地
を食べつくすこともある

対　策
集落をえさ場と認識させ
ないためにも、農地の周り
の草刈りをする

サル
市内でも農作物被害が増加傾向。発信機を付けた行動調査
では、勝山を行き来する群れが３つあることが判明

特　性
群れを作り、山際を移動し
て生活する。エサを求めて
集落に出没することも

対　策
・�収穫しない柿の実や畑に
捨てた野菜クズなどは
しっかり処分する
・花火などで追い払う

ツキノワグマ
山の木の実（ドングリ類）が不作の年の秋は、エサを求め、集
落に大量出没する傾向があり、人身被害の危険が高まる

特　性
鼻がよく利き、生ごみや収
穫されていない果樹を食
べに出没することがある。
特に春や秋は活動が盛ん
になる

対　策
・�収穫しない柿の実や畑に
捨てた野菜クズなどは
しっかり処分する
・�山に入る時などは、鈴や
ラジオを身に着ける

勝 山 市 内 の 主 な 野 生 鳥 獣

熊の目撃情報は
農林課まで　☎88-8121

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター

鳥獣害担当職員が教える 地域を守るためにできること

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター

写真：福井県自然保護センター写真：福井県自然保護センター
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どう防ぐ？鳥獣害
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